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2022年3月の高校新卒者について求人に対する充足率をみると、全体では約3割にとどまっています。中でも、
構造的な人手不足が深刻な建設業、医療・福祉、運輸業では雇用のミスマッチが強い傾向にあります（図表3）。
このため、各事業者においては就労環境や処遇改善等への更なる取り組みが求められます。
なお、広島県では、高校新卒者の「就職」理由による社会増減は、近隣県を中心に「流入超過」であるものの、プ

ラス幅が年々縮小していることに加え（図表4）、「転職・退職」等に伴う若年層の流出が続いています。その意味で
は、地域としても、県内に就職した若者にとって働きやすく住み良い環境づくりを進めていくことが大切です。

図表2 広島県内の新規高校卒業予定者の求人状況

（資料）広島県「学校基本調査結果報告」より当部作成

広島県内の高校新卒者の就職者数は近時、減少基調を強めており、2023年3月卒は2,583人（うち県内2,256
人、県外327人）と、2016年（3,604人）から1,000人以上減少しています（図表1）。
一方、求人数は、コロナ禍からの経済回復と人手不足の深刻化の中で増加し、今年3月卒業予定者の求人倍

率は昨年11月時点で4.76倍と、大幅に上昇しています（図表2） 。
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上昇する高校新卒者の求人倍率

若者に魅力ある環境づくりを

（資料）広島県教育委員会資料より当部作成

図表1 広島県内の新規高校卒業者の就職状況

（注）各年11月末時点
（資料）広島労働局資料より当部作成

図表3 業種別の求人数と充足率（2022年3月卒） 図表4 高校新卒者の「就職」による社会増減の推移

（注1）充足率＝2022年3月卒就職者数÷2021年11月求人数で算出
（注2）就職者数、求人数の出所は異なる
（資料）広島県「学校基本調査結果報告」、広島労働局資料より当部作成
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